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論文のポイント
• 複数のサーベイデータを用いてpanchromatic
なrSFMSを2種類のスケールで作成したこと

• 様々な他論文との比較
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サンプル
• DustPediaから大規模螺旋構造を持つSFGを抽出

(Hubble stage index Tが2～8、かつ𝐷25 > 6′、
かつ𝑖 < 40°、かつ22 Mpc以内)

• 正確なSED fittingを行うため、最低でも20個の
バンドで観測されているもの

• 最終的に8個の天体に絞られた
• 1010 − 1011𝑀⨀

• 1 − 4𝑀⨀yr
−1

手法
• 最もSPFの悪いSPIRE 350に合わせた
• 8′′ × 8′′(SPIRE 350のpixel scale)、1.5 kpc ×

1.5 kpc(典型的な物理スケール)の2種類
• pixel単位とintegrated photometryからSED 

fittingを行った
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• 左上：SFR
• 左下：steller mass
• 右上：MSからの距離
• 右下：rSFMS plot

• 8個の銀河を考える上では0.82の傾きがあり、
スケールが変わっても不変

• この手法ではHα輝線やBalmer decrementに
基づく方法よりも小さなSFR、steller
mass(outermost regionsまで)を考えることが
できる

• サンプル数を増やす必要あり


